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石
井
柚
亭
「
エ
ト
ル
リ
ア
」

水
彩
∴
明
治
4
4
年

明
治
4
3
年
1
 
2
月
か
ら
大
正
元
年
1
 
0
月
に
か
け
、
柏
亨
は

第
一
次
の
渡
欧
を
行
っ
て
い
る
。
初
め
て
み
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
柏
享
の
若
い
感
性
を
強
く
刺
激
し
、
水
彩
画
を
中
心

と
す
る
優
れ
た
作
品
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
は
中
部
イ
タ
リ
ア
の
都
市
、
ぺ
ル
ー
ジ
ア
の

街
を
描
い
た
も
の
で
、
柏
手
の
自
信
作
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

●

著
書
『
我
が
水
彩
』
初
版
本
の
色

刷
口
絵
に
な
っ
て
い
る
。

『
洋
画
講
座
(
水
彩
)
』

の
中
の

「
風
景
画
の
技
法
」

で
、
柏
亭
は

〃
ど
う
い
う
風
景
を
描
く
に
し
て

も
私
は
構
図
を
直
さ
な
い
で
す
む

場
所
を
選
ぶ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
〃

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
柏
享
は
、

〃
自
然
描
写
は
な
い
も
の
を
も
っ

て
き
て
勝
手
に
組
み
立
て
た
絵
で

は
な
ら
な
い
〃
と
い
う
。
柏
享
は

珊
鵬
で
鋭
い
感
覚
を
も
っ
て
構
図

を
定
め
る
。
こ
の
作
品
も
空
と
街

並
の
割
合
い
、
水
平
・
垂
直
・
斜

め
の
線
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
良
く
配

慮
さ
れ
て
い
る
。

〃
風
景
画
で
は
、
空
と
水
が
重
要

な
部
分
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
多

い
〃
と
い
い
、
透
明
な
絵
具
を
使

う
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。
ぺ
ル

ー
ジ
ア
の
大
気
、
空
は
明
る
く
清

澄
で
あ
る
。

中
央
や
や
下
に
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
黒
い
人
物
が
描
か
れ
、
平
明
な

画
面
の
単
調
さ
が
救
わ
れ
る
。

〃
点
景
人
物
は
必
要
な
場
所
に
応

じ
て
敏
速
に
人
物
の
形
を
と
ら
え

て
建
物
と
の
比
例
を
見
て
描
い
て

い
く
こ
と
が
必
要
〃
で
、

〃
日
常
の
デ
ッ
サ
ン
の
勉
強
と
い

う
こ
と
が
こ
こ
で
も
の
を
い
う
。
〃

柏
亨
は
、
素
描
家
=
口
r
a
∈
g
署
s

ヨ
a
つ
は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
で
あ

る
と
い
い
、
素
描
家
と
し
て
の
誇

り
を
持
っ
て
い
た
。

簡
潔
で
明
快
な
画
面
構
成
と
、

軽
快
な
筆
致
に
よ
る
み
ず
み
ず
し

い
描
写
は
、
素
描
家
と
し
て
の
素

質
と
明
晰
で
均
衡
の
と
れ
た
感
性

か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
、
こ
の
第
一
回
目
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
で
確
立
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
晩

年
ま
で
失
な
お
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。



みる・かたる・つくる

石
井
梱
事
と
近
代
総
画
の
歩
み

8
8
・
9
・
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㈲
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0
・
1
 
6
㈲

’

石井椙亭「外套を被たる婦人」 石井柏亭「サン・ミッシェル橋」 石井柏亭「舟に居る人」

本
年
度
第
二
回
目
の
特
別
展
と

し
て

「
石
井
柏
享
と
近
代
絵
画
の

歩
み
」
を
開
催
し
ま
す
。
石
井
柏

亨
は
、
浅
井
忠
に
洋
画
を
学
び
、

ま
た
、
し
ば
し
ば
本
県
に
足
跡
を

残
す
な
ど
、
本
県
に
ゆ
か
り
の
深

い
重
要
な
画
家
で
も
あ
り
ま
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
柏
亨
の
代
表
的

な
作
品
を
展
覧
し
、
そ
の
軌
跡
を

回
顧
す
る
と
共
に
、
関
係
の
深
い

画
家
の
作
品
も
併
せ
て
展
覧
し
、

日
本
近
代
絵
画
の
展
開
に
解
れ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

石
井
柏
亭
(
本
名
濁
音
)

は
、

明
治
十
五
年
三
月
二
十
八
日
に
父

石
井
鼎
湖
、
母
ふ
じ
の
長
男
と
し

て
東
京
府
下
各
区
仲
御
徒
町
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
鼎
湖
は
日
本
画
は

も
と
よ
り
、
石
版
画
等
の
洋
風
表

現
を
身
に
つ
け
た
画
家
で
、
祖
父

の
船
橋
出
身
の
鈴
木
鷲
湖
も
日
本

画
家
と
し
て
活
躍
し
た
人
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
は
、
画
家
と
し

て
の
柏
亨
を
育
む
礎
と
も
な
り
ま

し
た
。
柏
享
は
幼
い
頃
か
ら
草
紙

類
の
模
写
を
盛
ん
に
試
み
、
十
歳

●

の
時
か
ら
日
本
美
術
協
会
や
青
年

絵
画
共
進
会
に
日
本
画
を
出
品
す

る
な
ど
早
く
も
そ
の
才
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。
明
治
二
十
九
年
の
十

三
歳
の
時
、
大
蔵
省
印
刷
局
工
生

と
し
て
彫
版
見
習
生
と
な
り
彫
版

を
行
う
と
同
時
に
、
先
に
入
っ
て

い
た
石
川
欽
一
郎
な
ど
が
暇
を
み

石井柏亭(明治15一昭和33)

て
は
描
く
水
彩
画
に
も
興
味
を
抱

き
、
や
が
て
独
習
を
試
み
た
り
し

ま
す
。
さ
ら
に
柏
亨
は
、
明
治
三

十
一
年
に
は
浅
井
忠
の
門
に
入
っ

て
洋
画
を
正
式
に
学
び
、
本
格
的

な
芸
術
活
動
の
道
を
歩
み
始
め
ま

し
た
。
柏
亭
自
ら
「
私
の
絵
の
経

歴
に
一
時
期
を
画
す
よ
う
な
こ
と
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
浅
井
と

の
出
会
い
は
、
後
の
柏
享
の
芸
術

飛
躍
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
頃
か
ら
、
浅
井
が
同
志

と
結
成
し
た
日
本
最
初
の
洋
画
団

体
で
あ
る
明
治
美
術
会
に
も
出
品
。

明
治
三
十
三
年
の
浅
井
渡
欧
後
は
、

中
村
不
折
の
指
導
を
受
け
る
一
方
、

新
日
本
画
に
興
味
を
持
ち
、
結
城

素
明
、
平
福
百
穂
等
の
売
声
会
に

参
加
し
て
日
本
画
を
発
表
し
た
ほ

か
、
印
刷
局
の
同
僚
達
と
洋
画
研

究
の
小
団
、
紫
瀾
会
を
組
織
し
、

月
次
の
研
究
会
を
行
う
な
ど
、
幅

広
い
制
作
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

明
治
三
十
五
年
か
ら
は
明
治
美
術

会
を
一
新
し
て
発
足
し
た
太
平
洋

画
会
に
出
品
。
明
治
三
十
七
年
に

は
東
京
美
術
学
校
に
入
学
し
て
黒

田
清
輝
、
藤
島
武
二
の
指
導
を
受

け
て
洋
画
研
究
に
励
み
ま
す
が
、

眼
病
の
た
め
止
む
を
得
ず
一
ヶ
年

で
退
学
。
し
か
し
、
こ
の
後
も
制

作
意
欲
は
旺
盛
で
あ
る
ば
か
り
か
、

そ
の
他
の
文
芸
活
動
に
も
強
い
関

心
を
示
し
ま
し
た
。
明
治
三
十
五

年
に
雑
誌
「
明
星
」
の
挿
絵
を
は

じ
め
と
し
て
種
々
の
雑
誌
に
挿
絵
、

●

時
評
、
詩
な
ど
を
発
表
し
た
の
に

加
え
、
明
治
四
十
年
、
雑
誌
「
方

寸
」
を
山
本
鼎
、
森
田
恒
友
と
三

人
で
発
行
し
、
明
治
四
十
四
年
に

廃
刊
と
な
る
ま
で
、
美
術
普
及
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
雑
誌
は
、
文
学
と
美
術
と
の

交
流
を
目
ざ
し
ま
し
た
が
、
特
に
、

画
家
の
自
画
白
刻
に
よ
る
多
く
の

版
画
を
掲
載
し
た
こ
と
に
大
き
な

特
色
が
あ
り
、
日
本
の
版
画
運
動

の
先
駆
と
言
う
べ
き
意
義
を
持
ち

ま
し
た
。
柏
享
は
、
明
治
四
十
年

以
降
は
文
展
に
も
出
品
。
ま
た
最

初
の
渡
欧
を
明
治
四
十
三
年
か
ら

大
正
元
年
に
ね
た
っ
て
行
い
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
地
や
エ
ジ
プ
ト
等
を

巡
歴
し
、
多
数
の
制
作
を
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
帰
国
後
ま
も
な

い
大
正
二
年
に
は
赤
城
泰
舘
、
水

野
以
文
、
後
藤
工
志
等
と
水
彩
画

家
の
総
合
団
体
で
あ
る
日
本
水
彩

画
会
を
創
立
し
、
水
彩
画
の
確
立
、

向
上
に
つ
と
め
、
翌
三
年
、
有
島

生
馬
、
山
下
新
太
郎
、
湯
浅
一
郎

等
と
二
科
会
を
創
立
し
て
作
品
を

発
表
す
る
と
共
に
、
そ
の
運
営
の

中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。



石井拍車「山河在」山下新太郎「供 物」

みる・かたる・つくる

安井曽太郎「女立像」

●

二
科
会
は
、
ま
だ
一
般
に
認
知
さ

れ
て
い
な
い
新
進
流
派
の
画
家
を

包
容
し
、
以
後
、
日
本
絵
画
の
展

開
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
昭
和
十
年
、
帝
国
美
術
院

の
改
組
に
際
し
て
会
員
と
な
っ
た

柏
亨
は
、
二
科
会
を
離
れ
て
翌
十

一
年
に
は
有
島
生
馬
、
安
井
曽
太

郎
、
山
下
新
太
郎
、
小
山
敬
三
等

と
一
水
会
を
創
立
し
、
同
会
の
主

力
と
し
て
活
躍
。
戦
後
は
、
日
展

の
常
務
理
事
と
し
て
そ
の
運
営
に

も
携
わ
る
な
ど
、
柏
享
は
、
日

本
の
近
代
絵
画
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
し
、
確
固
た
る
地
位
を

築
き
ま
し
た
。
柏
享
は
、
単
に

作
品
制
作
だ
け
で
な
く
、
多
数

の
優
れ
た
画
論
、
評
論
を
表
れ
し
、

ま
た
文
化
学
院
の
創
立
を
は
じ
め
、

美
術
団
体
は
も
と
よ
り
、
東
京
大

学
、
新
潟
大
学
等
講
師
を
つ
と
め

る
な
ど
、
教
育
、
著
述
の
面
で
も

際
だ
っ
た
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

柏
享
は
、
昭
和
三
十
三
年
十
二
月

二
十
九
日
に
七
十
六
歳
で
逝
去
。

葬
儀
は
翌
年
の
一
月
八
日
、
青
山

葬
儀
所
に
お
い
て
一
水
会
葬
と
し

て
行
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
作
品
は
多
種
多
彩
で
あ
り

ま
す
が
、
生
涯
を
通
じ
て
日
本
の

風
土
に
即
し
た
平
明
聖
実
な
自
然

主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
道
を
夢
む
中
で

独
白
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。

柏
亨
は
、
自
分
の
画
作
に
つ
い
て

「
画
室
内
で
の
想
像
画
は
不
適
当

で
、
自
然
に
面
と
向
か
っ
て
動
か

し
た
の
で
な
け
れ
ば
味
ね
い
の
あ

る
筆
は
出
な
い
士
と
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
直
接
自
然
と
接
し
て
画
面

を
形
成
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま

し
た
。
実
際
、
画
面
は
、
的
確
な

対
象
の
把
握
と
緊
密
な
構
成
が
な

さ
れ
、
対
象
の
存
在
感
を
見
事
に

表
出
さ
せ
て
い
ま
す
。

本
展
覧
会
は
、
石
井
柏
享
の
油

彩
、
水
彩
、
版
画
、
日
本
画
等
九

十
余
点
の
ほ
か
、
祖
父
の
鈴
木
鷲

湖
、
父
の
石
井
鼎
湖
、
弟
の
鶴
三

を
は
じ
め
、
師
、
あ
る
い
は
、
太

平
洋
画
会
、
日
本
水
彩
画
会
、
二

科
会
、
一
水
会
等
の
団
体
で
関
係

の
あ
っ
た
画
家
の
作
品
を
含
め
て

総
計
三
十
八
名
の
画
家
に
よ
る
一

六
〇
余
点
の
作
品
を
内
容
と
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
多
く

の
方
々
に
御
高
覧
賜
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

出
品
画
家

石
井
柏
亨
、
鈴
木
鷲
湖
、
石
井

鼎
湖
、
浅
井
忠
、
中
村
不
折
、
藤

島
武
二
、
湯
浅
一
郎
、
大
下
藤
次

郎
、
石
川
欽
一
郎
、
都
鳥
実
害
、

鹿
子
木
五
郎
、
三
宅
克
己
、
平
福

百
穂
、
津
田
青
楓
、
森
田
恒
友
、

倉
田
白
羊
、
小
杉
未
酷
、
山
下
新

太
郎
、
山
本
鼎
、
坂
本
繁
二
郎
、

有
島
生
馬
、
正
宗
得
三
郎
、
池
部

釣
、
黒
田
重
太
郎
、
石
井
鶴
三
、

●

安
井
曽
太
郎
、
赤
城
泰
舘
、
水
野

以
文
、
中
川
紀
元
、
後
藤
工
志
、

木
下
孝
則
、
鈴
木
信
太
郎
、
小
山

敬
三
、
木
下
義
謙
、
中
村
善
策
、

出
版
乾
、
松
村
三
冬
、
田
坂
ゆ
た

ガロ
会

期

昭
和
六
十
三
年
九
月
十
日
㈲
̃

十
月
十
六
日
㈲

午
前
九
時
̃

午
後
四
時
三
十
分

(
入
場
は
四

時
ま
で
)
月
曜
日
休
館
(
十
月

十
日
は
開
館
、
翌
日
休
館
)

□
入
場
料

一
般
五
百
円
(
三
百
円
)
、
高
・

大
学
生
三
百
円
(
二
百
円
)
、
小
・

中
学
生
二
百
円
(
七
十
円
)

(

)
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

日

時

九
月
十
七
日
㈲
午
後
二

時

(
別
掲
)

演

題

「
石
井
柏
享
と
近
代
美

術
」

講

師

匠
秀
夫
氏

(
茨
城
県
近

代
美
術
館
長
)

会

場

講
堂

(
入
場
無
料
)

=
特
別
展
=
=

「
デ
ュ
フ
ィ
展
」
を
終
え
て

5
月
1
4
日
か
ら
6
月
1
 
9
日
ま
で

開
催
し
た
本
展
は
、
デ
ュ
フ
ィ
の

2
0
歳
の
初
期
作
品
か
ら
萄
歳
で
な

く
な
る
数
日
前
の
絶
筆
ま
で
肌
点

を
油
彩
、
水
彩
、
デ
ッ
サ
ン
等
を

そ
れ
ぞ
れ
制
作
年
代
順
を
基
本
に

展
覧
し
た
。
画
学
生
の
頃
の
自
然

主
義
的
な
作
品
か
ら
、
印
象
派
、

フ
ォ
ー
ビ
ス
ム
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
と

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
画
風
の

変
遷
を
紹
介
し
、
や
が
て
デ
ュ
フ

ィ
独
特
の
画
風
を
形
成
し
す
る
様

子
を
展
示
構
成
し
た
。

会
場
は
、
豊
か
な
色
彩
と
線
の

リ
ズ
ム
に
溢
れ
、
ワ
ト
ー
、
フ
ラ

ゴ
ナ
ー
ル
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
ら
と
共

に

「
生
き
る
喜
び
の
画
家
」

と
称

さ
れ
る
デ
ュ
フ
ィ
の
自
由
な
息
吹

を
満
喫
す
る
鑑
賞
者
の
姿
を
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
み
か
け
た
。

日

時

九
月
二
十
四
日
間
午
後

二
時

(
別
掲
)

話

題

「
石
井
柏
亨
を
語
る
」

話
題
提
供
者

田
坂
乾
氏

(
洋
画

家
・
一
水
会
常
任
委
員
)

会

場

研
修
室

(
入
場
無
料
)

デュフィ展会場
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ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー

(
一
八
一
四
̃
一
八
七
五
)

「
垣
根
に
治
っ
て
草
を
食
む
羊
」

ミ
レ
ー
の
こ
の
作
品
は
去
る
7
月

1
 
9
日
よ
り
公
開
さ
れ
、
引
き
続
き
展

覧
し
ま
す
。
ミ
レ
ー
円
熟
の
4
6
歳
ご

ろ
の
作
品
で
す
。

の
ど
か
な
田
園
の
澄
ん
だ
空
気
と

温
か
い
地
熱
ま
で
が
伝
お
っ
て
く
る

よ
う
で
す
。

第3回現代日 本具象彫刻劇 乍品公募始まる 

千
葉
市
青
葉
町

に
建
設
中
の

「
青

葉
の
森
公
園
」

は
、

す
で
に
野
球
場
が

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
、

県
立
中
央
博
物
館

も
6
4
年
2
月
の
開

館
を
め
ざ
す
な
ど
、

施
設
の
充
実
が
着

々
と
進
ん
で
お
り
、

「
彫
刻
の
広
場
」

の
工
事
も
順
調
に

行
お
れ
て
い
ま
す
。

こ
の

「
彫
刻
の

広
場
」
に
設
置
す
る

優
れ
た
具
象
彫
刻

を
選
定
す
る
た
め
、

昭
和
0
0
年
2
月
に

第
一
回
現
代
日
本

具
象
彫
刻
展
が
、
ま

た
昭
和
6
2
年
8
月

に
は
第
二
回
展
が

開
催
さ
れ
、
招
待
作

品
及
び
一
部
の
大

賞
作
品
が
同
広
場

に
設
置
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
展
は
次

の
作
品
募
集
要
項

に
よ
り
具
象
彫
刻

作
品
が
全
国
公
募

さ
れ
ま
す
。
ぶ
る

っ
て
、
御
出
品
く

だ
さ
い
。

第
三
回

現
代
日
本
具
象
彫
刻
展

作
品
募
集
要
項

圏
主

催

千
葉
県
・
千
葉
県
教
育
委
員
会

園
運

営
、

現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
実
行
委

員
会

圏
展
覧
会
期

昭
和
6
4
年
2
月
4
日
㈲
̃
2
月

2
6
日
㈲

(
2
0
日
間
)

圏
会

場

千
葉
県
立
美
術
館

圏
テ
ー
マ

「
2
 
1
世
紀
へ
の
飛
躍
」

-
出

品

規

定

-

1
、
応
募
資
格

出
身
県
、
経
歴
、
年
令
を
問
い

ま
せ
ん
。

2
、
応
募
作
品

㈲
具
象
的
な
野
外
彫
刻
の
た
め

の
エ
ス
キ
ー
ス
で
、
昭
和
6
2

年
8
月
以
降
の
制
作
に
よ
る

未
発
表
の
作
品
。

㈲
素
材
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
特
殊
装
置
等
を
用
い
た

も
の
な
ど
展
示
不
可
能
な
も

の
は
受
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

㈲
規
格
は
、
1
m
立
方
以
内
。

重
さ
2
も
以
内

㈲
出
品
点
数
は
1
人
1
点
。

3
、
搬

入

㈲
昭
和
6
3
年
1
2
月
3
日
出
̃
1
2

月
4
日
佃
ま
で
の
毎
日
1
 
0
時

か
ら
的
時
ま
で
の
間
に
千
葉

県
立
美
術
館
ま
で
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。
(
運
送
業
者
に

ょ
る
搬
入
も
1
 
2
月
4
日
㈲
必

着
、
時
間
厳
守
)

・
…
…
‥
中

略
・
・
・
i
I
i
〇
・
∴
i
i

5
、
審
査
員

小
川
正
隆
、
嘉
門
安
雄
、
弦
田

平
八
郎
、
富
山
秀
男
、
中
村
停

三
郎
、
本
間
正
義
、
三
木
多
聞

(
敬
称
略
、
五
十
音
順
)

6
、
賞
及
び
入
選

大
賞
6
点
以
内

(
副
賞
各
7
0
万

円
)

入
選

点
数
未
定

◎
大
賞
作
の
中
か
ら
、
エ
ス
キ

ー
ス
に
基
づ
き
、
高
さ
2
・
5

m
程
度
の
金
属
又
は
石
筆
で
制

作
を
依
頼
し
、
青
葉
の
森
公
園

に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

1
、
審
査
結
果

昭
和
6
4
年
1
月
9
日
㈲
1
0
時
に

千
葉
県
立
美
術
館
に
掲
示
し
ま

す
。
応
募
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
通

知
し
ま
す
。

8
、
作
品
展
示

招
待
作
品
、
入
賞
作
品
及
び
入

選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

i
i
i
…
…
以
下
略
…
・
i
・
…

◎
問
い
合
わ
せ
先

現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
実
行
委

●

員
会
事
務
局

〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
港
一
i
一
千
一

千
葉
県
立
美
術
館
学
芸
課
気
付

(
電
話
)

〇
四
七
二

㈲
八
三
一
二

青
葉
の
森
公
園
と
彫
刻
の
広
場

青
葉
の
森
公
園
は
千
葉
市
の
農

林
水
産
省
畜
産
試
験
場
跡
地
に
つ

く
ら
れ
る
も
の
で
面
積
約
5
3
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
下
総
台
地
の
面
影
を
残

す
典
型
的
な
地
形
で
、
樹
林
帯
も

豊
か
で
、
ム
ク
ド
リ
、
キ
ジ
な
ど

が
生
息
す
る
、
都
市
部
に
残
さ
れ

た
極
め
て
貴
重
な
自
然
で
す
。

こ
の
公
園
は
市
民
の
レ
ク
リ
工

-
シ
ョ
ン
の
場
、
文
化
活
動
の
拠

点
、
防
災
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。

そ
の
な
か
の

「
彫
刻
の
広
場
」

に
は
誰
も
が
親
し
め
る
具
象
彫
刻

が
置
か
れ
、
芸
術
の
香
り
高
い
憩

い
の
広
場
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
現
代
日
本
具
象
彫
刻

界
に
お
け
る
代
表
的
作
家
の
作
品

約
1
 
0
体
、
さ
ら
に

「
現
代
日
本
具

象
彫
刻
展
」

に
よ
り
選
考
さ
れ
る

大
賞
作
約
1
 
0
体
、
計
2
0
体
程
度
が

こ
の
広
場
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
1
 
4

点
(
招
待
作
8
点
、
大
賞
作
6
点
)

は
、
千
葉
県
立
美
術
館
に
仮
設
置

さ
れ
、
一
般
公
開
中
で
す
。

4
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「
美
術
講
演
会
」

は
、
特
別
展

に
ち
な
ん
で
、
毎
回
、
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
第
一
回
美
術
講
演
会

が
、
6
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
。

「
デ
ュ
フ
ィ
展
」
に
ち
な
ん
で
、

美
術
評
論
家
の
千
足
伸
行
氏
を
迎

え
、
「
デ
ュ
フ
ィ
〇
人
と
芸
術
-

色
彩
と
イ
メ
ー
ジ
の
華
や
ぎ
-
」

を
テ
ー
マ
に
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

千
足
氏
は
、
デ
ュ
フ
ィ
の
作
品

に
は
、
一
日
の
疲
れ
を
癒
や
す
安

ら
ぎ
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
マ
チ

ス
に
通
じ
る
幸
福
感
が
あ
り
、
人

間
の
醜
の
部
分
を
描
い
た
ピ
カ
ソ

と
は
対
時
す
る
部
分
を
も
つ
こ
と

な
ど
多
く
の
興
味
深
い
話
を
さ
れ

た
。第

二
回
は
、
特
別
展
「
石
井
柏

手
と
近
代
絵
画
の
歩
み
」
(
前
掲
)

に
ち
な
ん
で
、
茨
城
県
近
代
美
術

館
長
の
匠
秀
夫
氏
を
迎
え
、
「
石
井

柏
亨
と
近
代
美
術
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
す
る
。
日
時
は
9
月
1
 
7
日
の

午
後
2
時
か
ら
本
館
講
堂
に
お
い

て
、
参
加
費
無
料
。

「
美
術
を
語
る
会
」
は
、
話
題

提
供
者
で
あ
る
作
家
(
或
い
は
作

家
を
よ
く
知
る
人
)

や
評
論
家
な

ど
の
方
と
5
0
人
程
の
参
加
者
と
で

語
り
合
う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

話
し
て
み
た
か
っ
た
話
題
提
供
者

に
、
技
法
や
画
材
、
作
家
や
作
品

等
に
つ
い
て
の
日
頃
の
悩
み
や
疑

問
を
語
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
話
題

提
供
者
と
参
加
者
全
員
で
考
え
る

有
意
義
な
機
会
を
得
る
場
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
既
に
3
回
の
語
る

会
を
実
施
し
た
。
第
一
回
は
、
5

月
2
8
日
に
彫
刻
家
の
堀
豊
之
氏
を

週
、
え
、
「
私
と
彫
刻
」

と
い
う
テ
ー

マ
で
開
催
し
た
。
文
化
に
お
け
る

彫
刻
の
位
置
、
彫
刻
と
他
の
芸
術

で
あ
る
音
楽
、
文
芸
と
の
関
係
な

ど
に
つ
い
て
話
が
は
ず
ん
だ
。

第
二
回
は
6
月
1
8
日
に
、
洋
画

家
の
根
岸
茂
行
氏
を
迎
え
、
特
別

展
「
デ
ュ
フ
ィ
展
」

に
ち
な
み
、

「
デ
ュ
フ
ィ
ー
知
性
と
感
性
の
あ

ざ
や
か
な
結
合
」

と
題
し
て
開
催

し
た
。
根
岸
氏
は
、
デ
ュ
フ
ィ
と

同
じ
洋
画
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

デ
ュ
フ
ィ
の
作
品
の
持
つ
即
興
性

は
、
デ
ッ
サ
ン
か
ら
も
塗
り
の
上

か
ら
も
計
算
し
尺
、
く
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
解
い
た
。

第
三
回
は
1
月
9
日
に
、
日
本

画
家
の
斉
藤
惇
氏
を
逝
、
え
、
「
院
展

の
作
家
た
ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

開
催
し
た
。
院
展
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
な
が
ら
、
各
作
家
の
特
徴
や

日
本
画
の
特
色
に
つ
い
て
、
材
料
"

形
式
の
両
面
か
ら
語
り
合
っ
た
。

な
お
、
今
後
の
実
施
予
定
は
、

●
第
四
回

8
月
2
7
日
的

話
題

「
ね
た
し
と
金
工
」

話
題
提
供
者

金
工
家

鈴
木
治
平
氏

●
第
五
回

9
月
3
日
㈲

話
題

「
作
画
の
は
な
し
〃
構
想
を

練
る
〃
か
ら
作
画
ま
で
」

話
題
提
供
者

洋
画
家

天
野
三
郎
氏

●
第
六
回

9
月
2
4
日
周
(
前
掲
)

話
題

「
石
井
柏
手
を
語
る
」

話
題
提
供
者

一
水
会
常
任
委
員

圏
域
乾
氏

※
各
回
と
も
対
象
は
一
般
5
0
人
。

午
後
2
時
開
催
。
参
加
費
無
料
。

自
国
四
国
は
同
園
煽

●
第
1
 
6
回
水
彩
連
盟
千
葉
支
部
展

1
月
1
 
9
日
̃
7
月
2
4
日

●
第
6
6
回
習
美
会
初
夏
大
作
展

了
月
1
 
9
日
̃
7
月
2
4
日

●
第
5
回
千
葉
中
美
展

7
月
1
 
9
日
̃
1
月
2
4
日

●
第
2
2
回
漱
雲
会
全
国
書
道
展

7
月
2
6
日
̃
了
月
3
 
1
日

●
第
8
回
千
葉
サ
ン
ケ
イ
現
代
洋

画
展

了
月
2
6
日
̃
8
月
1
日

●
第
1
 
7
回
写
真
千
葉
県
展

8
月
2
日
̃
8
月
1
 
4
日

●
日
本
水
彩
画
会
第
4
回
千
葉
県

支
部
展

8
月
9
日
̃
8
月
1
 
4
日

●
第
3
4
回
静
雅
書
道
会
小
中
学
部

千
葉
地
区
展

8
月
1
 
6
日
̃
8
月
2
 
1
日

●
第
9
回
龍
峡
書
道
会

千
葉
県
人
展

8
月
1
 
6
日
̃
8
月
2
 
1
日

●
第
1
 
2
回
尽
、
墨
会
喜
作
展

8
月
1
6
日
̃
8
月
2
1
日

●
第
1
 
8
回
い
て
ふ
会
彫
刻
展

8
月
1
6
日
̃
8
月
2
8
日

(
以
上
終
了
分
)

●
昭
和
6
3
年
度
第
1
 
6
回
千
葉
市
教

職
員
美
術
展
覧
会

8
月
2
3
日
̃
8
月
2
8
日

●
第
2
 
1
回
千
葉
県
高
等
学
校
合
同

写
真
展

8
月
2
3
日
̃
8
月
2
8
日

●
第
8
回
日
本
春
秋
書
院
千
葉
県

書
道
連
盟
展

8
月
2
3
日
̃
8
月
2
8
日

●
第
6
回
日
中
友
好
書
道
展
覧
会

8
月
0
0
日
̃
9
月
4
日

●
第
1
 
3
回
葉
美
会
展

9
月
6
日
̃
9
月
n
日

●
第
1
 
8
回
新
構
造
千
葉
支
部
展

9
月
6
日
̃
9
月
n
日

●
千
葉
等
迦
展

9
月
1
 
3
日
̃
9
月
1
8
日

●
第
4
回
目
本
書
道
学
会
千
葉
県

連
展

9
月
1
 
3
日
̃
9
月
1
8
日

●
昭
和
6
3
年
度
千
葉
県
芸
術
祭
第

n
回
千
葉
県
写
真
展

9
月
1
 
3
日
̃
9
月
2
5
日

●
第
3
8
回
千
葉
デ
ザ
イ
ン
展

9
月
2
0
日
̃
9
月
2
5
日

●
第
3
5
回
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

9
月
2
0
日
̃
9
月
2
5
日

●
第
2
6
回
新
世
紀
美
術
協
会
千
葉

支
部
展

9
月
2
0
日
̃
9
月
2
5
日

●
昭
和
6
3
年
度
第
3
 
1
回
千
葉
市
中

中
養
護
学
校
児
童
生
徒
作
品
総

合
展
覧
会9

月
2
7
日
̃
1
0
月
2
日

●
第
1
 
4
回
秋
耕
会
千
葉
支
部
展

1
0
月
4
日
̃
1
0
月
1
0
日

●
第
1
 
5
回
文
化
書
道
千
葉
県
連
合

会
公
募
展
覧
会

1
0
月
4
日
̃
1
0
月
1
0
日
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美
術
館
実
技
講
座

〇
書
芸
講
座

(
2
)
(
か
な
)

期
日

9
月
2
 
7
・
2
8
・
2
9

締走読
切員 師

0
0
日

(
4
日
間
)

高
木
束
扇
氏

2
5
名

9
月
1
 
3
日

講
師

小
林
数
氏

定
員

0
0
名

締
切

1
0
月
2
5
日

0
書
芸
講
座

(
3
)

期
日

1
 
2
月
1
・
2
・
8
・
9
日

講
師

浅
見
錦
龍
氏

定
員

2
5
名

実技諸座会場

0
陶
芸
講
座

(
2
)

期
日

1
 
0
月
2
5

H
月
H

1
2
月
1
3

1
月
1
 
2

へ
的
日
間
)

講
師

上
瀧
勝
治
氏

定
員

0
0
名

締
切

1
 
0
月
n
日

0
洋
画
講
座

(
3
)

期
日

n
月
8
・
9
・
1
0
・

n
・
1
6
・
1
7
・

1
8
・
1
9
・
2
2
・

2
3
・
2
4
・
2
5
日

へ
1
2
日
間
)

締
切

n
月
1
 
7
日

友
の
会
実
技
講
座

◎
彫
塑
入
門
講
座

期
日

9
月
1
3
・
1
4

1
5
・
2
0
・
2
1

◎
版
画
入
門
講
座

期
日

H
月
2
2
・
2
3

2
6
・
2
7

3
0
日

〈
7
日
間
)

講
師

牛
玖
健
冶
氏

定
員

3
0
名

締
切

1
1
月
8
日

4292

22

2
3
日

(
7
日
間
)

講
師

鈴
木
鶴
氏

定
員

2
0
名

締
切

8
月
0
0
日

◎
洋
画
入
門
講
座

(
2
)

期
日

1
 
0
月
2
9
・
0
0
日

n
月
2
・
3
・

5
・
6
日

へ
6
日
間
)

実技講座会場

6
月
1
 
7
日
、
今
年
度
、
第
一
回

の
研
究
員
会
議
が
行
お
れ
た
。
今

年
度
の
研
究
員
に
は
、
石
倉
総
子
、

大
須
賀
久
大
、
加
営
利
和
夫
、
高

木
正
、
高
村
照
夫
、
田
遽
宏
、
平

戸
美
和
子
、
南
隆
一
、
村
田
哲
郎
、

綿
貫
啓
一
の
1
 
0
氏
が
決
定
し
た
。

今
年
度
は
、
8
月
末
ま
で
、
現

在
進
行
中
の
浅
井
忠
研
究
資
料
の

解
読
を
行
い
、
そ
の
後
は
、
次
回

の
会
議
ま
で
に
、
館
の
普
及
活
動

に
つ
い
て
、
当
館
か
ら
、
幾
つ
か

の
課
題
を
お
願
い
し
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
調
査
意
見
を
頂
く
こ
と
と

な
っ
た
。

今
年
度
最
初
の
購
入
図
書
が
入

荷
し
ま
し
た
。
御
利
用
く
だ
さ
い
。

(
画
集
・
作
品
集
)

日
本
画
の
遺

産
・
印
象
派
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
全

作
品
集
・
日
本
の
ガ
ラ
ス
・
陶
芸

の
絵
紋
様
・
ナ
ザ
レ
の
少
年
ほ
か
。

(
事
典
類
)
画
題
事
典
・
絵
画
鑑

識
事
典
"
現
代
陶
芸
作
家
事
典
ほ

か
。(

著
作
集
・
理
論
書
)
高
田
博
厚

着
葉
菜
全
4
巻
・
文
房
四
宝
ほ
か
。

日

誌

抄

講
師

松
沢
茂
雄
氏

定
員

3
 
0
名

締
切

1
0
月
1
 
5
日

◎
て
ん
刻
入
門
講
座

期
日

n
月
4
・
5
・
6
日

締走講
切員 師

(
3
日
間
)

鈴
木
知
秋
氏

0
0
名

1
 
0
月
2
1
日

時
間

美
術
館
講
座
=
1
 
2
時
0
0

分
̃
4
時
0
0
分

友
の
会
講
座
=
1
 
0
時
̃
4
時

申
し
込
み

各
講
座
と
も
往
復

は
が
き
に
、
希
望
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

年
令
を
明
記
の
う
え
、
美
術

館
普
及
班

(
友
の
会
講
座
は

友
の
会
事
務
局
)
ま
で
。

な
お
、
定
員
を
越
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●

今
年
度
の
第
一
回
目
の
協
議
会

が
7
月
2
8
日
に
開
催
さ
れ
た
。
当

館
協
議
会
委
員
に
は
、
池
部
知
之
、

戸
田
禎
佑
、
国
松
美
枝
子
、
郡
司

幹
雄
、
鈴
木
民
三
、
野
口
貞
子
、

遠
藤
健
郎
、
柴
田
敏
夫
、
冨
山
秀

男
、
長
谷
川
昂
の
1
 
0
氏
が
決
定
し
、

こ
れ
か
ら
2
年
間
当
館
の
運
営
に

御
協
力
頂
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
当
館
の
収

集
方
針
や
展
示
室
・
収
蔵
庫
の
増

築
、
ミ
レ
ー
の
作
品
購
入
な
ど
に

関
し
て
、
ま
た
企
画
展
・
団
体
展

の
在
り
方
に
つ
い
て
等
、
2
時
間

に
わ
た
り
、
協
議
が
行
お
れ
た
。

●

5
・
1
 
4

特
別
展
「
デ
ュ
フ
ィ
展
」

(
6
・
1
 
9
ま
で
)

5
・
1
 
5

ニ
ー
ス
美
術
館
総
局
長

フ
ル
ネ
氏
来
館

5
・
2
8

第
一
回
美
術
を
語
る
会

(
話
題
提
供
者
=
堀
豊

之
氏
)

6
・
4

第
一
回
美
術
講
演
会

(
講
師
=
手
足
伸
行
氏
)

6
・
1
 
7

第
一
回
美
術
館
研
究
員

会
議

6
・
1
 
8

第
二
回
美
術
を
語
る
会

(
話
題
提
供
者
=
根
岸

茂
行
氏
)

1
・
9

第
三
回
美
術
を
語
る
会

(
話
題
提
供
者
=
斉
藤

惇
氏
)

1
・
2
8

第
一
回
美
術
館
協
議
会


